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熊
本
方
言
に
お
け
る
感
情
を

　
　
　
　

シ
ヨ
ル
形
と
シ
ト
ル
形　
│
覚
書
と
し
て
│
＊

畠　

山　

真　

一

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
論
文
は
、
人
称
制
限
が
観
察
さ
れ
る
感
情
を
表
現
す
る

動
詞
に
注
目
し
、
そ
の
ふ
る
ま
い
を
高
知
方
言
お
よ
び
熊
本

方
言
で
検
討
し
た
い
。
人
称
制
限
と
は
、
小
説
の
地
の
文
の

よ
う
な
「
か
た
り
」
の
文
脈
で
は
な
く
、
日
常
会
話
の
よ
う

に
、
発
話
行
為
の
場
・
時
点
・
参
加
者
と
直
接
的
な
関
係
を

と
り
む
す
ぶ
「
は
な
し
あ
い
」
の
文
脈
に
お
い
て
、
主
語
の

人
称
が
一
人
称
に
限
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
（
金
水1989; 
工
藤

1995; 

南2002

）、
⑴
、
⑵
に
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
語

に
お
い
て
、
感
情
・
感
覚　

を
表
現
す
る
形
容
詞
（
感
情
形

容
詞
）
の
言
い
き
り
の
形
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。⑴

ａ
．
私
、
う
れ
し
い
／
う
れ
し
か
っ
た＊
1

。

　

ｂ
．
彼
が
、｛ 

う＊

れ
し
い
／
う＊

れ
し
か
っ
た 

｝＊
2。

⑵
ａ
．
私
、
頭
｛ 

痛
い
／
痛
か
っ
た 

｝。

　

ｂ
．
彼
が
、
頭
｛ 

痛＊

い
／
痛＊

か
っ
た 

｝。

　

⑴
や
⑵
に
例
示
さ
れ
る
よ
う
な
人
称
制
限
は
、
以
下
の
例

が
示
す
よ
う
に
、
ラ
シ
イ
・
ヨ
ウ
ダ
と
い
っ
た
モ
ダ
リ
テ
ィ

要
素
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
除
可
能
で
あ
る
（
寺
村

1984; 

金
水1989; 

仁
田1991

）。

⑶
ａ
．
彼
が
、｛ 

う
れ
し
い
ラ
シ
イ
／
う
れ
し
か
っ
た
ヨ
ウ

ダ 

｝
よ
。

　

ｂ
．
彼
が
、｛ 

頭
痛
い
ラ
シ
イ
／
痛
か
っ
た
ヨ
ウ
ダ 

｝
よ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
感
情
や
感
覚
の
よ

う
な
直
接
知
覚
・
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
を
記
述

す
る
場
合
、
そ
の
こ
と
を
示
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
要
素
が
文
末
に

配
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
益
岡1997

）。

　

人
称
制
限
は
、
感
情
形
容
詞
に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
は

な
く
、
一
部
の
感
情
を
表
現
す
る
動
詞
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形

で
も
観
察
さ
れ
る
（
寺
村1982; 

工
藤1995; 

定
延2006

）。
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例
と
し
て
、
次
の
「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」
を
述
語
と
す
る
文
を

見
て
み
よ
う
。

　

た
だ
し
、
以
下
の
文
に
お
け
る
主
語
（
感
情
主
）
は
そ
れ

ぞ
れ
「
俺
」、「
田
中
君
」
と
す
る
。

⑷
ａ
．
あ
ー
、
俺
、｛ 

イ
ラ
イ
ラ
す
る
／
イ
ラ
イ
ラ
し
た 

｝。

　

ｂ
．
あ＊

ー
、
田
中
君
が
、｛ 

イ
ラ
イ
ラ
す
る
／
イ
ラ
イ
ラ

し
た 

｝。

　
（
4a
）
で
は
、
主
語
が
一
人
称
で
あ
り
正
文
と
な
っ
て
い
る

が
、（
4b
）
で
は
、
主
語
が
三
人
称
で
非
文
と
な
っ
て
お
り
、

感
情
形
容
詞
と
同
様
に
言
い
切
り
の
形
に
お
い
て
人
称
制
限

が
観
察
さ
れ
る＊
3

。

　

本
論
文
で
は
、
感
情
を
表
現
す
る
動
詞
の
中
で
、（
??
）
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
ス
ル
形
・
シ
タ
形

に
お
い
て
基
本
的
に
人
称
制
限
が
観
察
さ
れ
る
動
詞
を
「
感

情
表
出
動
詞
」
と
呼
ぶ＊
4

。
感
情
表
出
動
詞
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
含
ま
れ
る
。

⑸　

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
困
る
、
あ
き
れ
る
、
む
か
つ
く
、

照
れ
る
、
し
び
れ
る
、
悩
む
、
め
げ
る
、
落
ち
着
く
、
迷

う
、
ど
き
ど
き
す
る
、
く
ら
く
ら
す
る
、
む
し
ゃ
く
し
ゃ

す
る
、
わ
く
わ
く
す
る
、
助
か
る
、
ま
い
る
、
弱
る
な
ど

　

本
論
文
で
分
析
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
感
情
表
出
動
詞
は
、

共
通
語
に
お
い
て
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
人
称
制
限
が
連
動
す

る
と
い
う
点
で
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
（
高

橋1985, 2003; 

堀
川1991; 

工
藤1995; 

山
岡2000

）。
す
な

わ
ち
、
感
情
表
出
動
詞
に
お
い
て
は
、
ス
ル
形
・
シ
タ
形
に

お
い
て
観
察
さ
れ
た
人
称
制
限
が
、
シ
テ
イ
ル
（
シ
テ
イ
タ
）

形
に
お
い
て
解
除
さ
れ
、
人
称
制
限
と
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
が

連
動
す
る
。
⑹
と
⑺
は
、「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」、「
困
る
」
を
用

い
て
、
こ
の
こ
と
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑹
ａ
．
高
橋
さ
ん
が
、｛ 

イ＊

ラ
イ
ラ
す
る
／
し＊

た 

｝。

　

ｂ
．
高
橋
さ
ん
が
、
イ
ラ
イ
ラ
｛ 

し
て
る
／
し
て
た 

｝。

⑺
ａ
．
高＊

橋
さ
ん
が
、
困
り
ま
す
。

　

ｂ
．
高
橋
さ
ん
が
、
困
っ
て
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
種
の
人
称
制
限
と
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の
連
動

現
象
は
、
共
通
語
と
は
異
な
っ
た
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
で
は
ど

の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
以
降
、

こ
の
点
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

二　

熊
本
方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系

　

熊
本
方
言
は
、多
く
の
西
日
本
方
言
と
同
様
に
、完
成
相
（
ス
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ル
形
、
シ
タ
形
）、
不
完
成
相
（
シ
ヨ
ル
形
、
シ
ヨ
ッ
タ
形
）、

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
相
（
シ
ト
ル
形
、
シ
ト
ッ
タ
形
）
が
対
立
す

る
三
項
対
立
型
の
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
を
な
し
、
完
成
相
に
関

し
て
は
、
共
通
語
と
同
じ
く
、
事
態
を
外
側
か
ら
眺
め
た
「
ひ

と
ま
と
ま
り
性
」
を
表
現
す
る
が
、
不
完
成
相
に
関
し
て
は
、

限
界
未
達
成
性
を
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
性
に
関
し
て
は
限
界
達

成
性
を
表
現
す
る
（
島
本
智
美2009

）。
以
下
の
例
は
、
動
作

動
詞
「
走
る
」
と
変
化
動
詞
「
割
れ
る
」
に
お
け
る
シ
ヨ
ル

形
と
シ
ト
ル
形
で
あ
る
。

⑻
ａ
．
見
て
、
宏
が
走
り
ヨ
ル
。（
限
界
未
達
成
性
（
動
作

の
進
行
））

　

ｂ
．
あ
り
ゃ
、
宏
が
走
ッ
ト
ル
（
限
界
達
成
性
（
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
））

⑼
ａ
．
見
て
、窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
ヨ
ル
（
限
界
未
達
成
性
（
変

化
の
進
行
））

　

ｂ
．
見
て
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
ト
ル
（
限
界
達
成
性
（
結

果
状
態
））

⑽
ａ
．
宏
が
、
プ
ラ
モ
デ
ル
を
壊
し
ヨ
ル
（
限
界
未
達
成
性

（
動
作
の
進
行
））

　

ｂ
．
宏
が
、プ
ラ
モ
デ
ル
を
壊
し
ト
ル（
限
界
達
成
性（
客

体
変
化
結
果
残
存
））

　

⑻
、
⑼
が
例
示
す
る
よ
う
に
、
熊
本
方
言
は
共
通
語
に
お

い
て
シ
テ
イ
ル
形
式
が
担
う
意
味
で
あ
る
「
動
作
の
進
行
」

と
「
結
果
状
態
」・「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
を
、
シ
ユ
ウ
形
と
シ

チ
ュ
ウ
形
に
分
化
さ
せ
て
表
現
す
る
言
語
と
言
え
る
。

　

熊
本
方
言
は
、
他
の
西
日
本
諸
方
言
と
同
様
に
、
シ
ヨ
ル

形
と
シ
ト
ル
形
の
対
立
が
動
作
動
詞
で
は
中
和
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
例
で
は
、
シ
ヨ
ル
形
と
シ
ト
ル

形
が
揃
っ
て
、「
歌
う
」
と
い
う
動
作
の
進
行
を
表
現
し
て
い

る
。⑾

ａ
．
宏
な
ら
、
今
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
歌
い
ヨ
ル
よ
。

　

ｂ
．
宏
な
ら
、今
、カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
歌
ッ
ト
ル
よ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
熊
本
方
言
は
共
通
語
と
大
き
く
異
な
っ
た

ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
を
持
つ
の
だ
が
、
感
情
表
出
動
詞
に
関
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次

節
で
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

三　

熊
本
方
言
に
見
ら
れ
る
感
情
表
出
動
詞
の
ふ
る

ま
い

　

感
情
表
出
動
詞
は
、
熊
本
方
言
に
お
い
て
非
常
に
興
味
深
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い
ふ
る
ま
い
を
見
せ
る
。
共
通
語
に
お
い
て
は
、
ス
ル
形
を

シ
テ
イ
ル
形
に
変
換
す
る
こ
と
で
ス
ル
形
で
観
察
さ
れ
る
人

称
制
限
が
解
除
さ
れ
る
の
だ
が
、
熊
本
方
言
に
お
い
て
は
、

そ
も
そ
も
シ
ヨ
ル
形
が
多
く
の
感
情
表
出
動
詞
で
不
可
能
で

あ
る
。
次
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
て
欲
し
い＊
5

。

　

⑿
ａ
．
？＊

う
ー
ん
、
困
り
ヨ
ル
。

　
　

ｂ
．
う
ー
ん
、
困
っ
ト
ル
。

　

⒀
ａ
．
あ＊

ー
、
イ
ラ
イ
ラ
し
ヨ
ル
。

　
　

ｂ
．
あ
ー
、
イ
ラ
イ
ラ
し
ト
ル
。

　

こ
の
よ
う
に
、
感
情
表
出
動
詞
に
関
し
て
は
、
シ
ヨ
ル
形

と
シ
ト
ル
形
の
文
法
性
に
関
す
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
観
察
さ

れ
、
シ
ト
ル
形
に
お
い
て
の
み
人
称
制
限
解
除
が
観
察
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
何
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
際
、
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
に
「
動
作
の

直
前
」
の
用
法
が
な
い
こ
と
に
注
目
す
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

熊
本
方
言
と
同
じ
西
日
本
諸
方
言
に
含
ま
れ
る
宇
和
島

方
言
の
シ
ヨ
ル
形
に
は
、
動
作
の
直
前
の
用
法
が
存
在
す

る
。
例
え
ば
、
次
の
文
は
「
ネ
コ
が
徐
々
に
魚
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
様
」
を
記
述
す
る
た
め
に
使
用
可
能
で
あ
る
（
工
藤

1983

）。

　

⒁　

あ
、
ネ
コ
が
魚
、
食
べ
よ
る
。

　

こ
の
「
動
作
の
直
前
」
の
用
法
を
熊
本
方
言
は
持
っ
て
い

な
い（
島
本
智
美2009

）。
例
え
ば
、⒁
は
、熊
本
方
言
の
場
合
、

「
猫
が
魚
を
食
べ
て
い
る
最
中
」
と
い
う
動
作
の
進
行
の
読
み

し
か
持
た
ず
、
宇
和
島
方
言
で
観
察
さ
れ
る
「
動
作
の
直
前
」

の
読
み
を
持
っ
て
い
な
い
。

　

熊
本
方
言
に
お
い
て
、
感
情
表
出
動
詞
の
シ
ヨ
ル
形
が
不

可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
シ
ヨ
ル
形
に
「
動
作
の
直
前
」

の
読
み
が
な
い
こ
と
は
、
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
に
ウ
チ
ナ

ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
の
シ
ヨ
ル
形
や
奄
美
方
言
の
シ
テ
ア
ル
形

と
同
様
に
、
何
ら
か
の
メ
ノ
マ
エ
性
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
で
説
明
可
能
で
あ
る
（
ま
つ
も
と1996; 

工

藤2007

）。
メ
ノ
マ
エ
性
と
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
す
が
た
で
、

コ
コ
に
、
イ
マ
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
デ
キ

ゴ
ト
と
、
そ
れ
を
ハ
ナ
シ
テ
が
目
撃
し
て
い
る
こ
と
を
、
あ

る
文
法
的
な
か
た
ち
に
表
現
し
て
つ
た
え
て
い
る
と
き
、
そ

こ
に
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
意
味
的
な
内
容
」
の
こ
と
で

あ
り
、
話
し
手
が
現
場
で
目
の
前
に
あ
る
事
態
を
描
写
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
文
法
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
（
ま
つ
も
と1996: 
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p.77

）。

　

ま
さ
に
、
こ
の
メ
ノ
マ
エ
性
が
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
に

つ
き
ま
と
う
が
ゆ
え
に
、
感
情
表
出
動
詞
に
お
い
て
不
可
能

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、感
情
は
、

他
者
か
ら
不
可
視
で
あ
る
が
故
に
、
メ
ノ
マ
エ
性
が
つ
き
ま

と
う
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
同
様
に
、
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
が
「
動
作
の
直
前
」

の
読
み
を
持
た
な
い
こ
と
も
、
こ
こ
か
ら
説
明
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
動
作
の
直
前
」
の
局
面
で
は
、「
動
作
」
そ
の

も
の
が
不
可
視
で
あ
る
が
故
に
、
メ
ノ
マ
エ
性
が
つ
き
ま
と

う
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
は
、
そ
れ
を
表
現
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
は
何
ら
か
の
意
味

で
メ
ノ
マ
エ
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一

般
化
を
疑
わ
せ
る
デ
ー
タ
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
ド
キ
ド

キ
す
る
」
の
よ
う
な
感
覚
を
表
現
す
る
動
詞
は
、
以
下
の
例

が
示
す
よ
う
に
シ
ヨ
ル
形
が
可
能
で
あ
る
。

　

⒂　

あ
ー
、
ド
キ
ド
キ
し
シ
ヨ
ル
よ
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
今
後
さ
ら
に
分
析
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　

四　

お
わ
り
に

　

感
情
表
出
動
詞
の
人
称
制
限
と
い
う
観
点
か
ら
、
熊
本
方

言
の
シ
ヨ
ル
形
と
シ
ト
ル
形
の
分
析
を
行
っ
た
。
基
本
的
に

は
、
熊
本
方
言
の
シ
ヨ
ル
形
に
メ
ノ
マ
エ
性
を
認
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
く
つ
か
の
反
例
も
存
在
す
る
た
め
、
今
後
、

さ
ら
に
研
究
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

＊　

本
論
文
は
、畠
山
（2011

）
の
一
部
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

＊
１　

東
（1999

）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
人
称
制
限
が
観
察

さ
れ
る
言
い
き
り
の
形
の
文
で
は
、
一
人
称
主
語
は
省
略

さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
統
語
的
に
実
現
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
無
助
詞
格
で
表
現
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

＊
２　

こ
の
場
合
、
無
助
詞
格
に
し
て
も
文
法
性
は
変
化
し

な
い
こ
と
か
ら
、
ガ
格
は
判
定
に
影
響
し
な
い
。

＊
３　

た
だ
し
、
ス
ル
形
が
確
定
的
未
来
を
表
現
す
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

＊
４　

山
岡
（2000

）
も
「
感
情
表
出
動
詞
」
と
い
う
術
語

を
使
用
し
て
い
る
が
、彼
の
言
う「
感
情
表
出
動
詞
」に
は
、

思
考
動
詞
や
感
覚
動
詞
が
含
ま
れ
、
本
稿
に
お
け
る
「
感

情
表
出
動
詞
」よ
り
も
広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
本
稿
で
は
「
困
る
」
を
感
情
表
出
動
詞
と
し
て
い

る
が
、
山
岡
（2000

）
は
、
こ
の
動
詞
を
、
感
情
変
化
動

詞
と
い
う
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
い
れ
て
い
る
。

＊
５　

文
法
性
判
断
は
、
四
名
の
二
十
一
歳
か
ら
二
十
二
歳

の
女
性
に
対
す
る
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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